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平成２５年度 事業報告書 

 

平成２５年４月１日 から 平成２６年３月３１日まで 

 

特定非営利活動法人いのちにやさしいまちづくりぽぽぽねっと 

 

１ 事業の成果 

 ２年目を迎えたNPO法人いのちにやさしいまちづくり ぽぽぽねっとは9部会がそれぞれ

の特性を生かした活動を行った。更に、勇美記念財団の2012年後期在宅医療研究への助成

金として202万円を受け「在宅療養者と介護者主体の在宅医療ネットワークモデルの開発 

— 小松市における在宅療養者とその家族との十位一体の在宅医療連携ワークショップの試

みー」の実践研究を行った。また小松市からの委託事業として２０万円を受け、「自分ら

しい子育て継続支援事業（そらまめ教室）」を開催した。その結果会員数は１０９名とな

った。また多くの県民の参加により、昨年以上の活動の広がりを得ることが出来た。主な

活動は次のとおりである。 

■ いのちのスープの会：目標とした玄米スープを中心にした定期活動と玄米スープを提供

する出張活動を実現し、多くの方にお知らせできたことは大きな成果であった。 

■ 魂のいちばんおいしいところ：小松市中心街にある「こまつ曳山交流館みよっさ」で、

商店街の後援もいただいき「魂のいちばんおいしいところ」を開催した。その結果、

地域の方々の参加により１２０名の入場があった。 

■ ほくりく聞き書きの会：初級者を対象にした聞き書き講習会を開催し、２２名が受講し

た。また、金沢北陵高校との連携での「聞き書き講座」を開設し、金沢北陵高校生徒

１５名が参加した。次年度の取り組みについても金沢北陵高校と協議していく。 

■ 子育て中の親子の育成事業：「キッチンガーデンで育てる楽しさ発見」をテーマに実施

し、延べ３６名が参加した。また、小松市からの委託事業である「そらまめ教室」は

ぽぽぽのいえを会場として１０回実施し、親子５１名が参加した。 

■ 障がい児・者の居場所づくり事業：認知症、メンタルヘルス、がん、子育て、家族や職

場の悩み等、内容は多岐にわたる相談をぽぽぽのいえで実施し、相談者も増え始めて

いる。 

■ 金沢マギー：「金沢一日マギー」を「がんとむきあう会」、「いのちのスープの会」、

「金沢がん哲学外来」による合同で開催した。宗教の枠を超えた新たな実践者「臨床

宗教師」の活動などを学び、金沢らしい「がんと向き合い生きる」有様を探求した。 

■ 次世代育成事業：「金沢一日マギー」において、金沢大学医学・看護学生によるホスピ

タリティを大切に、暮らしや文化の視点を取り込んだ語らいの場を提供した。 

■ 金沢がん哲学外来：年５回の定期開催を実現した。メディカルカフェの開催や専門員の

配置により多様な相談に対応できる枠組み提供し、充実を図った。また、患者会との

連携の取り組みも行った。 

■ 「在宅療養者と介護者主体の在宅医療ネットワークモデルの開発 — 小松市における在



宅療養者とその家族との十位一体の在宅医療連携ワークショップの試みー」の実践研

究：在宅療養者と介護者がその経験を活かし主体的に在宅医 療連携に参画できる方

策を試行したり、在宅療養者と介護者と共に在宅医療ネットワークモデルを開発する

ことを目的に在宅療養者・介護者・医療保健福祉従事者らで、ワークショップ を実

施してきた。その集大成として、顔の見える在宅療養ガイドブックの作成と市民公開

講座を開催した。 

 

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) その他の事業 

    特に無し 

 


